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３ ．健康感の再構築を目指してー  
　　多様性（個性）を生き、生かす共生社会へ
　最後に、「創造論的・受肉論的霊性」の話で講座
を締めくくっている。関先生は、現代は肉体の重
みを克服しようとすること、グノーシス的思考で
考えられていた。しかし、肉をとって私たちの内
に宿った「創造論的・受肉論的霊性」では、肉の
重みを知ることによって生まれる新しい肉体感が
必要である。贈られたものや不完全な存在者とし
ての人間の限界に対していっそう包容力のある社
会体制・政治体制を作り出せるよう、最大限に努
力することである。正しさや良さの中で考えるの
ではなく、失われる肉体を一緒に生きていけるそ
の態度を形成することが必要である。できること
ができなくなることでどのように思うのか、その
思いが、社会が思っていることの鏡となって現れ
ることが理解されるとしている。
（文責：越智裕子 [オチ・ユウコ] 聖学院大学大学
院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期課
程 3 年）
（補足：研究支援課NEWSLETTER編集部）
上段：関　正勝先生（講演者）、右下：窪寺教授
